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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
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【手続補正書】
【提出日】平成20年6月30日(2008.6.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
　　【請求項１】　式－Ｘ－Ｓｐ－Ａｌｋで示される少なくとも１つの有機基を結合した
顔料を含有する修飾顔料生成物であり、ここでＸは顔料に直接に結合し、アリーレン、ヘ
テロアリーレンもしくはアルキレン基を示し、Ｓｐはスペーサ基を示し、そしてＡｌｋは
５０～２００の炭素原子を含むアルケニルもしくはアルキル基を示す。
　　【請求項２】　非水性溶媒ならびに式－Ｘ－Ｓｐ－Ａｌｋで示される少なくとも１つ
の有機基を結合した顔料を含有する修飾顔料生成物を含有する分散体組成物であり、ここ
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でＸは顔料に直接に結合し、アリーレン、ヘテロアリーレンもしくはアルキレン基を示し
、Ｓｐはスペーサ基を示し、そしてＡｌｋは５０～２００の炭素原子を含むアルケニルも
しくはアルキル基を示す。
　　【請求項３】　ａ）基板および　ｂ）放射線吸収層を含む印刷版であり、放射線吸収
層は式－Ｘ－Ｓｐ－Ａｌｋで示される少なくとも１つの有機基を結合した顔料を含む少な
くとも１つの修飾顔料生成物を含有し、ここでＸは顔料に直接に結合し、アリーレン、ヘ
テロアリーレンもしくはアルキレン基を示し、Ｓｐはスペーサ基を示し、Ａｌｋは５０～
２００の炭素原子を含むアルケニルもしくはアルキル基を示す。
　　【請求項４】　放射線吸収層がさらにポリマーを含有する請求項３記載の印刷版。
　　【請求項５】　Ｓｐが次の式；
　　【化３】

　を有するサクシンイミジル基である請求項１９記載の印刷版であり、ここでＱは結合も
しくは-ＳＯ2Ｃ2Ｈ4（ＮＲ'Ａｌｋｙｌｅｎｅ）p－基を示し、基Ａｌｋｙｌｅｎｅは線状
もしくは分枝Ｃ1～Ｃ12アルキル基であり、Ｒ'は、独立して、水素、Ｃ1～Ｃ6アルキル基
、もしくは（ＡｌｋｙｌｅｎｅＮＲ）pＲ基であり、ｐは０～１０の整数、そしてＲは、
同一もしくは異なっていてもよく、水素または置換もしくは非置換アリ－ルもしくはアル
キル基を示す。
　　【請求項６】　パターンを境界づける少なくとも放射線吸収層を選択的に除去もしく
は化学的に修飾するべき画像を示すパターンで、印刷版をレーザー出力に選択的に露光さ
せることを含む請求項３記載の印刷版の画像形成方法。
　　【請求項７】　パターンを境界づける画像形成層の部分を除去することのできる溶媒
に印刷版をさらすことをさらに含む請求項６記載の方法。
　　【請求項８】　ａ）基板、ｂ）ＵＶ硬化性層およびｃ）放射線吸収層を含むフレキソ
印刷版であり、放射線吸収層は式－Ｘ－Ｓｐ－Ａｌｋで示される少なくとも１つの有機基
を結合した顔料を含む少なくとも１つの修飾顔料生成物を含有し、ここでＸは顔料に直接
に結合し、アリーレン、ヘテロアリーレンもしくはアルキレン基を示し、Ｓｐはスペーサ
基を示し、Ａｌｋは５０～２００の炭素原子を含むアルケニルもしくはアルキル基を示す
。
　　【請求項９】　放射線吸収層がさらにポリマーを含有する請求項８記載のフレキソ印
刷版。
　　【請求項１０】　ａ）インク層、ｂ）光熱層およびｃ）支持体を含む感熱転写記録材
料であり、光熱層は式－Ｘ－Ｓｐ－Ａｌｋで示される少なくとも１つの有機基を結合した
顔料を含む少なくとも１つの修飾顔料生成物を含有し、ここでＸは顔料に直接に結合し、
アリーレン、ヘテロアリーレンもしくはアルキレン基を示し、Ｓｐはスペーサ基を示し、
Ａｌｋは５０～２００の炭素原子を含むアルケニルもしくはアルキル基を示す。
　　【請求項１１】　光熱層がさらにポリマーを含有する請求項１０記載の感熱転写記録
材料。
　　【請求項１２】　ａ）放射線透過支持体、ｂ）放射線硬化性層およびｃ）受容層を含
むプルーフィング材料であり、放射線硬化性層は式－Ｘ－Ｓｐ－Ａｌｋで示される少なく
とも１つの有機基を結合した顔料を含む少なくとも１つの修飾顔料生成物を含有し、ここ
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でＸは顔料に直接に結合し、アリーレン、ヘテロアリーレンもしくはアルキレン基を示し
、Ｓｐはスペーサ基を示し、Ａｌｋは５０～２００の炭素原子を含むアルケニルもしくは
アルキル基を示す。
　　【請求項１３】　放射線硬化性層がさらにポリマーを含有する請求項１２記載のプル
ーフィング材料。
　　【請求項１４】　透明な基板上に感光性コーティングを付着させること、コーティン
グを画像態様に露光させ、そしてコーティングを現像および乾燥することにより形成され
るブラックマトリックスであり、感光性コーティングは溶媒ならびに式－Ｘ－Ｓｐ－Ａｌ
ｋで示される少なくとも１つの有機基を結合した顔料を含有する修飾顔料生成物を含有し
、ここでＸは顔料に直接に結合し、アリーレン、ヘテロアリーレンもしくはアルキレン基
を示し、Ｓｐはスペーサ基を示し、そしてＡｌｋは５０～２００の炭素原子を含むアルケ
ニルもしくはアルキル基を示す。
　　【請求項１５】　さらに感光性樹脂を含有する請求項１４記載のブラックマトリック
ス。
　　【請求項１６】　マイクロカプセルの配列を含む電気泳動ディスプレイであり、マイ
クロカプセルは絶縁流体ならびに式－Ｘ－Ｓｐ－Ａｌｋで示される少なくとも１つの有機
基を結合した顔料を含有する修飾顔料生成物を含有し、ここでＸは顔料に直接に結合し、
アリーレン、ヘテロアリーレンもしくはアルキレン基を示し、Ｓｐはスペーサ基を示し、
そしてＡｌｋは５０～２００の炭素原子を含むアルケニルもしくはアルキル基を示す。
　　【請求項１７】　非水性ベヒクルならびに式－Ｘ－Ｓｐ－Ａｌｋで示される少なくと
も１つの有機基を結合した顔料を含有する修飾顔料生成物を含有する非水性インクジェッ
ト用インク組成物であり、ここでＸは顔料に直接に結合し、アリーレン、ヘテロアリーレ
ンもしくはアルキレン基を示し、Ｓｐはスペーサ基を示し、そしてＡｌｋは５０～２００
の炭素原子を含むアルケニルもしくはアルキル基を示す。
　　【請求項１８】　非水性コーティング組成物における請求項１記載の修飾顔料生成物
の使用。
　　【請求項１９】　ポリマー組成物における請求項１記載の修飾顔料生成物の使用。
　　【請求項２０】　非水性インク組成物における請求項１記載の修飾顔料生成物の使用
。
　　【請求項２１】　トナー組成物における請求項１記載の修飾顔料生成物の使用。
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